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台湾日語教育学会　J-GAP TAIWAN
2014年特別ワークショップ
                          　　　講師： 當作靖彦　教授
(University of California, San Diego)

主題：  スタンダーズに基づいた日本語教育
       ―マスタープランからレッスンプランへ―
時間：2014年11月30日
会場：東呉大学第一教研大樓  一樓戴氏基金會議室
講師からのメッセージ：
アメリカでは９０年代後半よりナショナル・スタンダーズの考えに基づいた言語教育が行われています。コミュニケーション(Communication)、文化（Cultures)、連携（Connections), 比較(Comparisons), コミュニティー(Communities)の５つのCの分野で、できるだけ高い学習目標を立て、それを達成するため、学習者をサポートしていく教室活動をデザイン、実践していくことが広く浸透してきました。最近ではさらに２１世紀型スキル、テクノロジーのリテラシーなどを取り入れ、学習活動、評価活動を行い、新しい時代に対応した言語教育が行われるようになってきました。このワークショップでは、スタンダーズに基づいた言語教育の考えを、どのように台湾の小学校から大学の日本語の日常の授業活動に取り入れていくか話し合い、レッスンプラン、評価プランを作ってみます。 
	１１月３０日（日）日程表

	10:00~12:00
	アメリカのナショナルスタンダーズ

	12:00~13:00
	昼食

	13:00~14:00
	アメリカのナショナルスタンダーズをどのように台湾に応用できるか

	14:00~15:00
	レッスンプラン、評価プランを作ってみよう

	15:00~15:15
	休憩

	15:15~16:00
	レッスンプラン、評価プランを作ってみよう

	16:00~17:00
	ポスター発表


１２月０１日(月)　 １６：３０～１８：３０
Title：Social Networking Approach to Learning Foreign Languages
輔仁大学外國語學院  野聲樓 三樓第一會議室324 (進校門後右轉)
   The Japan Forum in Tokyo published "Gakushu no Meyasu (The Learning Standards of Chinese and KoreanLanguages in Japanese High Schools and Universities)" in 2012. It represents a new framework of foreign language teaching in the 21st Century. This lecture will present this new framework and demonstrates whatlearning and assessment activities are like

問い合わせ ：　台湾日本語教育学会J-GAP TAIWAN　jgaptaiwan@gmail.com
申し込む期限：１１月２５日の１７時まで　定員７０名
